
共に目指し、
共に磨き、
共に叶える
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５月27日、Zeppなんばにて「第１回ネイルグランプリ 決勝大会」が開催された。「共に目指し、共に磨き、共に叶え

る」との理念の下、有志が実行委員会形式にて昨年から準備を進めてきた本企画には、全国から154のサロンが参

加した。決勝当日は「顧客満足サロンワーク部門」と「モデルサロンプレゼン部門」のそれぞれで、グランプリを選

出。ネイル業界のさらなる発展を感じさせる、ネイリストの未来を切り開く記念すべき日となった。

「
ネ
イ
リ
ス
ト
が

ネ
イ
リ
ス
ト
の

未
来
を
つ
く
る
」を
合
言
葉
に

第
1
回
ネ
イ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ

実
行
委
員
長 

磯
部 

宗
潤
氏

　
「
ネ
イ
ル
を
通
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
」。そ
ん
な
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
ネ

イ
リ
ス
ト
を
目
指
す
若
い
人
た
ち
に
、
私
た

ち
業
界
に
携
わ
る
者
は
明
る
い
未
来
を
提
示

で
き
る
の
か
？
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た

サ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
そ
ん
な
実
感

が
、ネ
イ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
の
発
端
で
し
た
。

　

私
は
ネ
イ
ル
業
界
に
携
わ
っ
て
約
13
年
に

な
り
ま
す
。当
時
、男
性
ネ
イ
リ
ス
ト
は
と
て

も
珍
し
く
、ネ
イ
ル
自
体
、ま
だ
普
及
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
近
年
は
、顧
客
数
は

広
が
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
も
ネ
イ
リ
ス

ト
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
供
給
サ
イ
ド
の
伸
び
が

著
し
く
、
今
で
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

ネ
イ
ル
を
楽
し
む
人
が
よ
り
増
え
る
よ
う

に
、
お
客
様
に
も
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

サ
ロ
ン
を
私
た
ち
が
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
う
感
じ
て
い
た
折
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

グ
ラ
ン
プ
リ
の
盛
り
上
が
り
や
成
果
を
知

り
、
こ
れ
を
ぜ
ひ
ネ
イ
ル
業
界
に
も
導
入
し

た
い
と
考
え
た
の
で
す
。ネ
イ
ル
グ
ラ
ン
プ

リ
を
、ネ
イ
リ
ス
ト
の
研
鑽
の
場
と
し
て
、共

に
業
界
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
機
会
と
し
た

い
。そ
ん
な
私
の
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
る
、

同
じ
ネ
イ
ル
業
界
の
仲
間
が
一
人
ま
た
一
人

と
集
ま
っ
て
実
行
委
員
会
が
生
ま
れ
、
一
般

社
団
法
人
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。

全
国
で
説
明
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
、
１
年

以
上
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
決
勝
大
会
に
漕

ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
に
は
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
出

場
サ
ロ
ン
の
お
客
様
も
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。次
回
以
降
は
、
こ
の
大
会
を
も
っ
と
一
般

の
方
へ
も
周
知
し
開
放
し
て
、
業
界
の
地
道

な
取
り
組
み
や
、
ネ
イ
ル
の
楽
し
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
イ
ル
は
決
し
て
、
指
先
を
美
し
く
す
る

技
術
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

れ
を
見
て
気
分
が
明
る
く
な
っ
た
り
、
幸
せ

を
感
じ
た
り
。そ
う
い
っ
た
心
に
作
用
す
る

と
こ
ろ
が
、
ネ
イ
ル
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り

可
能
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
グ
ラ

ン
プ
リ
を
通
し
て
、
ネ
イ
リ
ス
ト
同
士
で
切

磋
琢
磨
し
、次
世
代
の
若
い
人
た
ち
が「
人
を

幸
せ
に
す
る
仕
事
な
ん
だ
」
と
夢
を
持
っ
て

飛
び
込
め
る
業
界
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
は
分
か

ら
な
い
〝
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
〞

を
意
識
し
て

㈱M
S&
C
onsulting

チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

砺
波 

敬
之

　

ネ
イ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
予
選
で
は
、
ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
一
般
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
留
ま
ら
な
い
調
査
を

設
計
し
ま
し
た
。調
査
は
昨
年
10
月
か
ら
今

年
２
月
に
か
け
て
３
回
実
施
し
、平
均
点
、ば

ら
つ
き
、改
善
度
合
い
の
そ
れ
ぞ
れ
に
40
％
、

40
％
、20
％
の
重
き
を
置
い
て
２
０

０
点
満
点
で
換
算
し
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
に
は
、
入
店
時
、
施
術

中
と
い
っ
た
シ
ー
ン
ご
と
の
対
応
の

ほ
か
に
、
最
終
的
な
印
象
で
あ
る
紹

介
意
思
と
再
来
店
意
思
、
ま
た
そ
れ

に
相
関
が
高
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業

務
の
実
施
率
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。特
に
、
紹
介
意
思
と
再
来
店
意

思
は
口
コ
ミ
と
リ
ピ
ー
ト
率
に
つ
な

が
る
、
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
い
わ

れ
る
重
要
な
項
目
で
す
の
で
、
こ
の

２
問
に
は
合
わ
せ
て
50
点
を
配
分

し
ま
し
た
。

　

顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
顧
客
満

足
度
の
相
関
を
示
す
グ
ラ
フ
は
、

〝
ホ
ッ
ケ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
〞

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す（
図
下
）。

顧
客
満
足
度
が「
満
足
」程
度
で
は
そ
こ
ま
で

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
上
が
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

が「
感
動
」レ
ベ
ル
に
な
る
と
一
気
に
上
が
る

た
め
で
す
。

　

当
社
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
現
在

約
４
万
５
千
店
舗
の
調
査
を
手
が
け
て
い

ま
す
が
、
高
得
点
を
得
る
店
舗
は
自
分
た
ち

の
強
み
が
よ
く
分
か
っ
て
お
り
、
逆
に
伸
び

悩
む
店
舗
は
調
査
項
目
の
マ
ル
バ
ツ
に
ば
か

り
こ
だ
わ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
結

果
に
は
、
総
合
的
な
印
象
や
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
向
上
の
ヒ
ン
ト
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第１回ネイルグランプリ レポート
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顧客満足度
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感動を生むと
口コミやリピート率が
飛躍的にアップします

■顧客ロイヤルティと顧客満足度の相関関係
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　ネイリストとして８年目を迎える、salon de langeのネイリスト。愛
知県・名古屋駅前の同店は、2010 年にオープンした完全予約制の
プライベートサロンだ。
　顧客の好みを把握し、施術中のちょっとした表情を見逃さないよ
うに心がけている彼女。「私にとってのおもてなしは、何も特別なこ
とをするのではなく“ ほんの少しの準備と気配り ”。お一人お一人
に、喜んでいただける工夫を重ねることを意識しています」。
　彼女の心に残っているのが、店の最年長顧客である 78 歳のお
客様のこと。乾燥で硬くなった角質を柔らかくするため、手と足の裏
のケアに毎月通っていたが、事情がありしばらくお休みに。半年ぶり
に施術をした翌朝、彼女はその顧客からの電話を受けた。
　「一瞬、何かあったのかと不安がよぎりました。でも、とても嬉しそ
うに『昨日はありがとう、お医者様のように頼りにしている』と言って
いただけた。ネイリストの仕事は飾るだけじゃない、癒したり頼られ
たり…その奥深さに気づかされました」。
　ネイルの普及により価格やスピードの競争も生じているが、「私た
ちの本当のおもてなしとは何かを考えることが、ネイリストの未来を
つくることになる」と彼女は力強く語った。

■審査員コメント
エステティックグランプリ 初代理事長 志田伊織氏
　「熱い思いが伝わり、感動しました。決勝に残るほど顧客満足度
が高いのに、その心構えを“ほんの少しの準備と気配り”と称す
る点に、個人的にも大きな気づきをもらいました」。

　2002 年、岡山にオープンしたNail Douxは、現在市内に２店
舗を展開。顧客に心地よい時間を過ごしてもらえるよう、専用フロ
アにキッズスペースを設けたり、希望の予約が取れなかった顧客
には声かけを徹底したりと、地道な取り組みを重ねている。
　事務職からネイリストに転身し１年になるネイリストは、「Nail 
Douxに入店して、技術があればいいわけではなく、お客様の信
頼に真剣に応えることが大事だと教わりました」と話す。３歳の息
子を持つネイリストは、育児休暇からの復帰直後は「理不尽に息
子を叱ったり、涙が止まらなかったりと余裕がなかった」という。「そ
んな時オーナーが、ワーキングマザーとして同じ葛藤を経験したと
聞かせてくれて、とても心が楽になりました」。今は２度目の産休
を控え、復帰後は顧客の笑顔のためにさらに努力すると意気込む。
　「彼女たちの思いが Nail Douxを支えてくれています」と、オー
ナーは話す。「本当にいい仕事は関わった皆が幸せになれる仕事」
という亡き父の言葉を胸に、「大好きなネイルの仕事を通して、お
客様もスタッフもその家族も幸せになれるように。今後も幸せの連
鎖が続くようにスタッフ皆でお客様に向き合いたい」と、プレゼン
を締め括った。

■審査員コメント
株式会社マーズデザイン 代表取締役 田ノ本智子氏
　「Nail Doux本店の皆さん、とても素敵なプレゼンテーションで
心が打たれました。皆さんの力で、これからもますますいいお店
に発展するだろうなと確信しました」。

　大阪・心斎橋のネイルサロンmieuxは、2007年にオープン。白を
基調とした空間で、いつも明るく元気に顧客を迎えられるようにと、
毎朝の発声訓練を欠かさない。若手からベテランまで５名のネイリス
トが日 「々お客様の笑顔のために」と努めている。
　オーナーは、「スタッフに伝えたいことはひとつ、mieuxを選んで働
いてくれてありがとうということ」と話す。ネイリストの仕事は指先を美
しくし、それは心の美しさへとつながる。「スタッフやお客様と出会え
て、『私の手で人を幸せにできてよかった』と思えることが私の財産で
す」。

■審査員コメント：株式会社プロップス 代表取締役 原田雅之氏
　「オーナーの優れた人間性やお客様への思いが、随所に感じられま
した。これからもオーナーを中心に大きく伸びると思いますので、頑
張ってください」。

　京都四条烏丸のNail Salon ALLureは、本大会唯一の2部門選
出を叶えた実力派サロン。2010年にオーナーが夫婦でオープンし、「お
もてなしの心と癒しの空間づくりにこだわり、他店にはない感動を生
み出せるサロンを」との思いで邁進してきた。
　今ではスタッフの人数は増えたが、「ALLureで出会ったすべての
方々に感謝したい」と話す。「どんなときも笑顔で前進してくれるスタッ
フたちがいるから、今のALLureがある」とネイリスト。「グランプリに
参加して、大切にしてきた“お客様目線”をもう一度振り返ることが
できました。これからもネイルの素晴らしさを伝えたい」と結んだ。

■審査員コメント：株式会社TAT 代表取締役社長 髙野直樹氏
　「オーナーの経営理念がスタッフによく共有され、強い絆が生まれ
ていました。私もネイルの事業に携わる者として喜びと誇りを感じさせ
てもらいました」。

本
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
全
国
1
5
4
サ
ロ
ン
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
昨
年
10
月
か
ら
今
年
２
月
に
か

け
て
ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
サ
ー
チ（
以

下
、Ｍ
Ｓ
Ｒ
）を
３
回
実
施
し
、
平
均
点
、
ば

ら
つ
き
、
改
善
度
合
い
を
踏
ま
え
て
上
位
20
サ

ロ
ン
を
決
定
し
広
報
。
そ
の
う
ち
の
上
位
６
サ

ロ
ン
が
決
勝
大
会
の「
顧
客
満
足
サ
ロ
ン
ワ
ー

ク
部
門
」へ
進
み
、「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」を
テ
ー
マ

に
技
術
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
20
サ
ロ
ン
の
中

で
さ
ら
に
書
類
審
査
等
の
選
考
を
通
過
し
た

上
位
４
サ
ロ
ン
が「
モ
デ
ル
サ
ロ
ン
プ
レ
ゼ
ン
部

門
」へ
進
み
、
店
舗
の
取
り
組
み
な
ど
に
関
し

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
以
上
２
部

門
の
最
終
選
考
は
、
審
査
員
と
来
場
者
の
投

票
に
よ
っ
て
決
定
し
た
。

　

近
年
、
目
覚
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て

い
る
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
。顧
客
が
拡
大
し
、ネ
イ

リ
ス
ト
を
志
す
人
も
増
え
た
今
、
ネ
イ
リ
ス

ト
が
そ
の
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

だ
ろ
う
か
。そ
ん
な
問
い
を
掲
げ
て
昨
年
３

月
に
発
足
し
た
ネ
イ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
が
、
１

年
以
上
の
準
備
期
間
を
経
て
決
勝
大
会
の
日

を
迎
え
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
全
国
で
行
っ
た
予
選
Ｍ
Ｓ

Ｒ
の
結
果
を
発
表
。次
に
「
顧
客
満
足
サ
ロ
ン

ワ
ー
ク
部
門
」の
施
術
、
予
選
調
査
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
、「
モ
デ
ル
サ
ロ
ン
プ
レ
ゼ
ン
部
門
」

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。厳
正
な

る
審
査
を
経
て
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
た
。

　

予
選
Ｍ
Ｓ
Ｒ
を
１
位
で
通
過
し
た
の
は
、

同
店
に
続
い
て
好
成
績
を
残
し
た
計
６
店
の

代
表
ネ
イ
リ
ス
ト
が
、サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
部
門
審

査
に
登
場
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
施
術
ま
で

を
含
め
、日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
部
門
に
は
、Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
結
果
に

加
え
て
書
類
審
査
を
通
過
し
た
４
サ
ロ
ン
が

参
加
。顧
客
、ま
た
ネ
イ
ル
に
対
す
る
思
い
を

存
分
に
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
審
査
員
と
来
場
者
の
投
票
に
よ

る
最
終
審
査
が
行
わ
れ
た
。サ
ロ
ン
ワ
ー
ク

部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
は
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
＆
ス

ク
ー
ルBlancneige

（
東
京
都
）、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
はN

A
IL CR

（
神
奈
川
県
）
が
受
賞
。

Blancneige

代
表
の
ネ
イ
リ
ス
ト
は
、「『
継

続
は
力
な
り
』
と
言
う
が
、
結
果
は
後
か
ら

つ
い
て
く
る
と
実
感
し
て
い
る
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
部
門
は
、salon de lange

（
愛

知
県
）が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
、Nail D

oux 

本
店

（
岡
山
県
）が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
そ
れ
ぞ
れ
輝

い
た
。本
大
会
の
実
行
委
員
と
し
て
も
活
躍

し
たsalon de lange

小
山
さ
ん
は
、「
大
会

を
通
し
て
同
じ
ネ
イ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
と
も

励
ま
し
合
え
た
。諦
め
ず
頑
張
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
」と
話
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
磯
部
宗
潤
氏
は
、「
今
日
の

ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
く
れ
た
雄
姿
は
輝
か

し
く
、
思
い
は
必
ず
実
る
こ
と
を
示
し
て
く

れ
た
。こ
れ
か
ら
も
、お
客
様
の
笑
顔
と
美
し

い
心
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」と
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
、大
会
の

幕
を
閉
じ
た
。

私のおもてなしは
“ほんの少しの準備と気配り”

本当にいい仕事は、
関わった皆が幸せになる仕事

プレゼン部門 mieux プレゼン部門 Nail Salon ALLure

プレゼン部門 グランプリ

salon de lange

TW
IN
K
LE nail&

beauty store （
石
川
県
）。

プレゼン部門 準グランプリ

Nail Doux 本店
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